
【取り組み内容】

・太陽光発電設備（１カ所につき、出力１０ｋＷ程度）と蓄電池 （１カ所につき、容量１５ｋＷｈ程度）が設置

されている仙台市内の指定避難所のうち２５カ所を対象に、東北電力のＶＰＰ実証プロジェクトのシステムを

用いて、対象施設の太陽光発電設備の発電電力量や蓄電池の残量等を常時監視

・防災機能を損なうことなく、気象状況や電力の使用状況等を踏まえながら、太陽光発電設備や蓄電池を最適に制御

・最適制御により集約したリソース（電力）の電力需給バランス調整機能としての活用可能性を検証

・また、太陽光発電の余剰電力の有効活用や蓄電池の長寿命化を図る仕組み（防災環境配慮型エネルギーマネジメン

ト）の構築に向けて検証

【検証期間】

２０１８年４月２７日から２０２１年３月３１日までの３年程度を予定
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